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常任委員会報告もっと知
りたい

ちっごの
課題

提出さ
れた議

案を

くわし
く審査

！

委
員
会
で
は
、
条
例
制
定

９
件
、
補
正
予
算
１
件
、
本

議
会
中
に
再
提
案
さ
れ
た
、

地
方
独
立
行
政
法
人
筑
後
市

立
病
院
中
期
計
画
変
更
の
認

可
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

筑
後
市
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例
制
定

は
委
員
か
ら
「
コ
ン
サ
ル
と

職
員
が
専
門
知
識
を
習
得
す

委
員
会
で
は
、
条
例
２

件
、
補
正
予
算
１
件
を
審
査

し
た
。

障
害
者

　
　
　

総
合
支
援
法
へ

障
害
保
健
福
祉
施
策
関
連

法
の
整
備
に
伴
う
関
連
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て
は
、
地
域
社
会
に
お
け

る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新

た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を

講
じ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が

「
障
害
者
総
合
支
援
法
（
障

害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
）」
に
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
引
用
４
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
に
て
原

案
可
決
し
た
。

委
員
会
で
は
、
条
例
制
定

７
件
、
補
正
予
算
２
件
、
市

道
路
線
の
認
定
、
廃
止
各
１

件
、
意
見
書
案
１
件
を
審
査

し
、
全
議
案
と
も
全
員
賛
成

で
可
決
し
た
。

　

道
路
構
造
の
基
準
に
関

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
は

「
年
度
を
越
え
る
工
事
な
ど

問
題
は
生
じ
な
い
か
」
と
の

質
問
に
「
平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
１
年
間
の
猶
予
期
間

を
お
い
て
制
定
す
る
の
で
、

実
際
の
施
行
は
25
年
４
月
１

日
と
な
り
、
数
値
は
変
更
し

て
い
な
い
の
で
、
現
在
検
討

中
の
分
も
問
題
は
な
い
」
と

答
弁
が
あ
っ
た
。　
　
　
　

る
の
で
は
ど
ち
ら
が
有
利

か
」
と
の
質
問
に
「
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
と
考
え
る
」
と

説
明
が
あ
っ
た
。
全
員
賛
成

で
可
決
し
た
。

学
校
医
の
報
酬
を

　
　
　
　

引
き
上
げ

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
改
正

は
、
学
校
保
健
安
全
法
で
配

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

学
校
医
の
未
配
置
校
解
消
に

向
け
て
、
学
校
医
の
報
酬
を

基
本
報
酬
と
児
童
１
人
あ
た

り
１
０
０
円
を
２
０
０
円
に

す
る
も
の
と
説
明
が
あ
っ

新
型
イ
ン
フ
ル

　
　

  

エ
ン
ザ
対
策
は

　

次
に
筑
後
市
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、
国
が
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
を
公
布
し
た
こ

と
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体

に
対
策
本
部
を
設
置
し
て
対

応
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
た
め
の
条
例
。
委
員
か

ら
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
発
生
し
た
場
合
の
流
れ
は

ど
う
な
る
の
か
」
と
の
質
問

に
「
第
１
段
階
と
し
て
国
が

対
策
本
部
を
設
置
す
る
。
第

２
段
階
と
し
て
毒
性
の
強
弱

判
断
に
よ
り
、
病
原
性
が
強

い
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
都
道

府
県
に
も
設
置
さ
れ
る
。
国

が
非
常
事
態
宣
言
を
発
す
れ

ば
、
市
町
村
も
法
律
、
条
例

に
基
づ
い
て
対
策
本
部
を
設

置
し
て
具
体
的
な
対
策
に
あ

た
る
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
に

て
原
案
可
決
し
た
。

た
。
委
員
か
ら
は
「
今
回
の

改
定
で
問
題
解
決
す
る
の

か
」
と
の
質
問
に
「
医
師
会

へ
の
打
診
で
は
い
い
感
触

だ
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。
全

員
賛
成
で
可
決
し
た
。

筑
後
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
改
正
は
委
員
か

ら
「
起
訴
さ
れ
て
休
職
で

60
％
の
給
料
を
支
給
で
き
る

と
い
う
地
方
公
務
員
法
が
あ

る
と
い
う
が
お
か
し
い
。
事

例
は
あ
る
か
」
と
の
質
問
に

「
事
例
は
な
い
が
係
争
中
で

罪
が
明
ら
か
な
場
合
、
懲
戒

処
分
が
先
に
な
る
可
能
性
が

高
い
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

議
案
の
補
足
資
料
の

　
　
　
　
　

 

充
実
を

再
度
提
案
と
な
っ
た
市

立
病
院
の
議
案
は
委
員
か

ら
「
説
明
の
補
足
資
料
と
し

て
は
貸
借
対
照
表
等
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
の
質
問
に

「
評
価
委
員
会
で
も
意
見
が

出
た
。
市
立
病
院
に
伝
え
た

い
」
と
答
弁
が
あ
り
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
た
。

答
弁
が
あ
っ
た
。

補
正
予
算
の
農
業
水
利
施

設
保
全
合
理
化
事
業
に
つ
い

て
「
若
菜
堰
の
受
益
者
の
戸

数
、
面
積
、
負
担
金
の
基
準

は
あ
る
の
か
」
と
の
質
問
に

「
戸
数
は
約
１
０
０
戸
、
面

積
は
約
１
６
０
ha
で
耕
作
者

負
担
と
な
っ
て
い
る
」
と
答

弁
が
あ
っ
た
。
道
路
維
持
補

修
管
理
事
業
に
つ
い
て
は

「
舗
装
調
査
業
務
の
委
託
先

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
」と
の
質
問
に「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
対
応
で

き
な
い
業
務
で
あ
り
、
今
回

は
コ
ン
サ
ル
か
舗
装
業
者
に

委
託
す
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

北
長
田
残
土
処
理
の

　
　
　
　

 

経
費
軽
減

農
地
災
害
復
旧
費
の
中
の

工
事
請
負
費
に
つ
い
て
は
当

初
、
残
土
処
分
を
産
廃
処
理

と
す
る
予
定
で
い
た
が
、
鶴

田
、溝
口
、県
南
公
園
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
用
地
に
残
土
を
運
ぶ

こ
と
で
経
費
の
軽
減
に
努
め

た
、
と
説
明
が
あ
っ
た
。

市
営
住
宅
は
過
去
の

苦
情
も
参
考
に
設
計

　

市
営
住
宅
等
整
備
基
準
条

例
制
定
に
つ
い
て
は
「
住
宅

基
準
に
遮
音
性
能
の
確
保
と

あ
る
が
、
従
来
と
は
ど
う
違

う
の
か
」
と
の
質
問
に
「
従

来
と
基
準
は
同
じ
だ
が
、
本

市
で
は
ド
ア
の
閉
音
な
ど
過

去
の
苦
情
を
配
慮
し
た
上
で

の
設
計
と
な
っ
て
い
る
」
と

総務文教委員会

厚生委員会

建設経済委員会

地域医療再生計画によってヘリポート
ICU等が整備される筑後市立病院

０
歳
児
の

　

 

入
所
希
望
が
増
加

補
正
予
算
で
は
、
委
員
か

ら
「
保
育
所
の
入
所
人
数

は
、
23
年
度
の
実
績
に
比
較

し
て
24
年
度
の
見
込
み
は
ど

う
か
」
と
の
質
問
に
「
公

立
、
私
立
合
計
で
２
４
６
人

伸
び
て
い
る
。
委
託
料
の
単

価
は
主
に
年
齢
と
定
数
で
決

ま
る
。
特
に
０
歳
児
の
入
所

希
望
が
以
前
よ
り
増
え
て
お

り
、
委
託
料
の
伸
び
が
大
き

く
な
っ
た
」
と
答
弁
が
あ
っ

た
。
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
に
て
原
案
可
決
し
た
。

常
用
団
地
の
完
成
予
定
図

保
育
所
へ
の
入
所
希
望
は
増
加


